
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みさと健和病院・柳原病院・柳原リハビリテーション病院 

発行：医療法人財団健和会（東京・埼玉）看護学生室 

〒341-8555 埼玉県三郷市鷹野 4-494-1 

TEL 048-955-9548・FAX 048-955-9549（直通） 

ホームページ http://www.kenwa－ kango.com 

検索キーワードは“みりょくなないろ”が good です！ 

まもなく 6 月も終わり夏休みの計画を立てている方も多いのではないでしょうか。課題や実習、アルバイト・・・。

忙しい毎日だとは思いますが、夏休みの 1 日を利用してインターンシップに参加しませんか？ 

内科病棟・外科病棟・リハビリ病棟・緩和ケア病棟・集中治療部・手術室。病棟以外にも訪問看護ステーション 

健診センター・地域包括支援センター・・・。半日ずつ 2 ヵ所、宿泊して 3 ヵ所、4 ヵ所など集中して体験してい

ただけます。また、当日は病院見学・説明会を同時に行いますので 1 日を有効に使えますよ。 

迷っていたり、わからないことがあればお気軽にお電話ください。お待ちしています。 

 

日程・スケジュール：月曜日～金曜日（祝日以外）ホームページで受付ています。 

体験場所：みさと健和病院・柳原病院・柳原リハビリテーション病院・訪問看護ステーション・包括

支援センター・診療所・健診センター。保健師志望の方も体験できます。 

交通費：片道分の交通費を上限 2 万円まで補助します。 

宿泊：遠方の方は看護師寮に宿泊できます。 

申込み方法：下記ホームページから必要項目を入力してください。 

（調整がありますので、ご希望日の１週間前までにお願いします。） 

2019 年度看護職員募集要項 
応募資格：看護師/保健師の資格取得者及び取得見込みの方 

応募書類：採用試験申込書・履歴書（当法人指定、写真貼付）・成績証明書・卒業見込証明書 

     健康チェックシート（当法人指定）・小論文（８００字程度で事前提出） 

採用試験日程・会場： 8 月 3 日（土） 9：45 みさと健和病院 

           （採用試験当日は面接のみ実施）           

お申込み方法：ホームページから必要事項を入力し送信してください。 

※採用試験をお申込み頂くためには事前にインターンシップ及び病院説明会への参加が必要です。 

※上記以外の日程をご希望の方など、詳しくはお気軽にお電話ください。       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療法人財団健和会看護学生室  本村・市原・桜井 

埼玉県三郷市鷹野 4-494-1 みさと健和病院内 直通電話：048-955-9548 

お申込みは HP からでも可能です。HP はみりょくなないろで検索 

 

 

奨学金ご利用を考えている皆さん！！ 

貸与と貸付合わせて最大月 10 万円までご利用が可能です。 

貸与：月５万円・・・貸与した期間と同期間の就労で全額返済免除 

貸付：月１～５万円・・・貸付期間と同期間内で返済（無利息） 

一括貸付：５０万円・・・入学準備金などまとまった金額を必要とする場合に貸付が可能です。 

（一括貸付を利用した場合の貸付上限額は月３万円まで） 

お金だけの関係ではない、健和会の奨学金制度を利用している奨学生は現在 26 名！ 

毎月第３土曜日に開催する奨学生会議では、学校や年齢も様々な仲間が参加して、学習会やフィール

ドワーク、交流会（先輩看護師や患者さんの参加もあります）を行います。また、国試対策講座や定

期面談などを行い、勉強、精神面の両方からサポートします！ 

 

 

★キラリ看護★ 日々の看護の中できらっと輝いた事例をご紹介します。 

【５歳。男児。全身麻酔による包茎手術】 

麻酔導入まで母親同伴。小児の手術を行う上でマスクによる全身麻酔は嫌がる子がいるため、 

いかに嫌がらずにマスクを装着するかが重要になってくる。ガスの吸入に対して強い拒否反応 

があると、バイタルの変動や病院自体への拒否反応に繋がってしまう恐れがある。その為、年 

齢やその患者さんに合わせた声掛けなどの対応が不可欠となる。麻酔吸入のマスク装着時に「こ 

れをいっぱいすってごらん」「なんの匂いかな？クイズだよ」などと好奇心をくすぐり誘導。 

こうすることで、小児の麻酔導入時の興奮期をスムーズに回避しておこなえた。また、入室後 

も何をされるのかわからないという恐怖とストレスを軽減させるため、年齢に応じた声掛けを 

おこない不安の軽減を図った。麻酔導入時までの母親の同伴も看護師が調整して許可をとった。 

小児の事例は少ないが、看護師・麻酔医・家族が一体となり患者の抱く苦痛を極力軽減させる 

環境づくりや声掛けをどの様におこなっていくかを考えながらおこなった事例である。小児に 

限らず患者さんそれぞれの個性に合わせた看護を心がけていくことをこれからもおこなってい 

きたい。 

この事例を報告してくれたのは入職 3 年目のオペ室の看護師です。 

先輩看護師の指導を受けながら、日々努力して成長しています。あたりまえの様に思える事も、 

患者さんと同じ目線でいなければ、患者さんに伝わらない事もあります。 

健和会の、患者さんやそのご家族に「寄りそう看護」は様々な場面で見られます。職場の相談 

しやすい雰囲気や、情報を共有しながらおこなう看護を皆さんもぜひ、体験しにいらしてくだ 

さいね。 


